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　昨年の不作と米需要の増加からコメ不足と言われて
います。一方で営農が望めず米作りをあきらめる農家も
あると聞きます。実際はどうなのでしょうか。そこで、「実り
の秋」を迎えて専門家にお話を聞いてみました。

ホームページは
こちらから！

　食料は命と健康を支えるもので、農業は生命産業
と言われています。私は、農業大学で栄養学を学び社
会に出てからは北里研究所でワクチンの研究・開発・
製造に携わっていました。その中で、健康を保ち病気
にならないためには予防が大事なことを学び、農業と
予防医学を追求してきました。
　ところで最近、野菜の値段が高くなり家計に重くの
しかかっていることから、消費者自身が進んで農業を
しようという動きも広がっています。また、食べたくても
食べられない人が増え、食料の無料配布に行列がで
きる有様です。かつての日本では考えられない事態
で、国連が日本を飢餓国というゆえんです。
　一方、選挙で選ばれたはずの政権与党は、こうした
事態に見て見ないふりをしているのではないでしょう
か！6月に終了した通常国会では、坂本農林水産大
臣が「日本の農業・農村は衰退していない」との間

違った認識を述べて、結局は後日謝罪・訂正に追い
込まれています。農民の高齢化が進み若い後継者が
農業に参入しないため、現状の100万戸の販売農家
がこのままゆくと30万戸になると見込まれているの
に、こうした認識です。また、大臣は、「38％の食料自給
率を向上させる自信がない」とも発言し、食料安全保
障を口実にもっぱら農産物輸入を強力に推し進めて
います。このままでは、日本農業を壊滅させかねませ
ん。
　こうした現状に対して、最近、若い人々が農薬も化
学肥料も使用しない有機農業に参入する動きも急拡
大しています。食料自給率向上も、農民自身の力で押
し上げる機運も高まっています。紙面の都合上これ以
上述べることが出来ませんが、詳細は私共の発行す
る「農民」新聞(週刊・月610円)をご覧ください。

　正式名称は農民運動全国連絡会、農業と農家の経営を守る目的で、
農家が自主的につくった団体で47都道府県に連合会があり、20年の歴
史があります。思想・信条・政党支持の自由のもとで、みんなで力を合わ
せて農業を続けていくための様々な取り組みを進めています。専業・兼
業を問わず農家なら誰でも加入でき、家族全員が会員になれます。

 農民連とは

日本の食料・農業・農村は
どうなっているのでしょうか？

埼玉県農民運動連合会　会長　立石昌義さん

米不足から農業を考える

は食料は命と健康を支えるもの



■行田協立診療所
内科・歯科・在宅医療　☎048-556-4581
通所リハビリテーションたびくら　☎048-501-8740

（ケアプラン・訪問介護・訪問看護（24ｈ）・小規模多機能ホーム他）
☎048-556-4612

■ケアセンターさきたま

☎048-578-7761
■行田市地域包括支援センターほんまる

〒361-0052 
埼玉県行田市本丸18-3

●受付時間は、診療終了時間の30分前までとなります
●歯科は完全予約制となりますので急患の場合はご連絡ください

予約外でお越しいただく患者さまへ

急性期症状のある方
の受診について

土

休診日/日曜・祝祭日、第2土曜日（内科・歯科）、第４土曜日（歯科）
ご予約は☎048-556-4581（代）へ

診療のご案内

午前 月～土
 8：30～12：00

午前 月～土
 8：30～12：00
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午後 第2水のぞく
13：00～16：30

夜間 火
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発熱、頭痛、咳、呼吸困難、などの症状がある方は、直接来院せずに、
あらかじめ行田協立診療所へ電話を入れていただくようお願いします。 2024年9月号（No.30）　デザイン：株式会社コア
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※いずれも要予約 ※予約不要

行田協立診療所とケアセンターさきたまでは、生活にお困りの方へ以下の支援を行っています

フードパントリー
(食品の無料配布)

毎月第3土曜日13時～14時

リユース市
（学校･生活用品の無償譲渡）

不定期開催

無料低額診療事業
(医療費相談窓口)
毎週木曜日午前中

オシノ食堂
(持ち帰り弁当)
毎月第3火曜日17時

当診療所にお越しになる際は引き続きマスクの着用をお願いします

ホームページアドレス変更のお知らせ　https://gyouda-kyoritsu-clinic.jp

ケアセンターさきたま

組合員と地域をつなぐ場になればと思います。是非お寄りください！
キッチンカー・バザー、ステージ企画、健康チェックと盛りだくさんです!
詳しくはチラシや支部ニュースをご覧ください。

　仲間増やし・出資金の増額にご協力をお願いします。出資金はお預かりする資金で
医療・福祉・フードパントリーなど生協活動を支える大切な原資となります。10・11月は生協強化月間です！

　昨年6月の改正マイナンバー法により、2024年12月2日に現
行の健康保険証を廃止して「マイナ保険証」に一本化される
ことになりました。これまでも病院などの窓口でオンライン資
格確認等のシステムエラーやトラブルが多発して社会問題化
しています。これでは、保険資格確認手段として確実なものと
は言えません。また、対応できない開業医などでは閉院すると
ころも出ています。
　現に能登半島地震ではオンラインが使えないため、マイナ
保険証が一切使用できず、保険証が確認できない状況に陥り

ました。個人情報の管理を含めて大きな不安や疑念を抱えた
まま、拙速に保険証を廃止することは許されません。私たちは、
いつでもどこでも医療が受けられる「国民皆保険制度」を維
持存続させるため、今後も「現行の健康保険証とマイナ保険
証」の併用ができるよう市議会として、国に対して意見書を提
出するように９月に請願を行いました。また、地域でも署名活
動を行っていますので、ご協力をお願いいたします。

９月議会に請願を提出しました

お問合せ：行田羽生社会保障をよくする会☎山田090-5409-7405

行田・羽生社会保障をよくする会　山田美佐夫さん（寄稿）

10月13日日 １０時～１３時（診療所駐車場）
開催


